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第３回核軍縮の実質的な進展のための１．５トラック会合 

に際しての岸田総理挨拶 

（令和３年１２月９日（木）２１時） 

 

御列席の皆様、 

スラウビネンＮＰＴ運用検討会議議長候補、中満国連事務次長、 

そして、世界各国からお集まりいただきました全ての皆様を心より

歓迎いたします。 

 

本日の会合は、来年１月のＮＰＴ運用検討会議に向けて、議論を深め

るために開催するものです。 

 

私は、核兵器国、非核兵器国の双方が参加するＮＰＴを、国際的な軍

縮・不拡散体制の礎石として、重視しています。 

 

外務大臣時代には、前回の２０１５年のＮＰＴ運用検討会議に、外務

大臣として１０年ぶりに、出席しました。 

私は、合意の形成を目指し、２０１４年の広島ＮＰＤＩ外相会合を含め、 

ＮＰＤＩで何度も議論を重ね、合意文書案を提出するなどして臨み

ましたが、最終的に、合意文書の採択に至らず閉幕する結果となりま

した。 

 

その知らせを聞いた時、私は地元広島に戻っていましたが、広島の皆

さんの前で、被爆７０年の節目に開催された会議がまとまらず、「大変

残念だ」と述べたことを、よく覚えています。 

 

あれから、６年が経ちました。 

 

ＮＰＴの下での核軍縮の進展のなさへの焦燥感は、核兵器禁止条約

の採択にもつながりました。 

 

核兵器禁止条約は、「核兵器のない世界」への「出口」とも言える重

要な条約です。 

しかし、この条約には、その目的を達成するために不可欠な核兵器国

が１か国も参加しておらず、現状では、この条約をめぐっても各国の
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立場は分断されたままです。 

また、この間、我が国を取り巻く安全保障環境は、これまで以上に急

速に厳しさを増しています。 

我が国の周辺では、核戦力を不透明な形で増強する動きも見られ、核

兵器を運搬するミサイル技術の高度化も進んでいます。 

 

北朝鮮による核・ミサイル活動は、日本のみならず、国際社会の平和

と安全を脅かしています。 

 

加えて、立場の異なる国々の間の分断が深まり、核軍縮を協力して前

に進めるための共通の基盤が失われつつあります。 

 

これが、今、我々が直面している厳しい現実です。 

 

こうした中、来年１月に、次回ＮＰＴ運用検討会議が開催されます。 

今回の会議も前回と同様、失敗に終わるのではないか、何の文書も採

択できないのではないか、と危惧する声が多いと聞きます。 

 

しかし、この厳しい現実に手をこまねいていることはできません。 

この状況を打破するための一歩を、来るＮＰＴ運用検討会議で、記さ

なければなりません。 

 

私は、外務大臣時代、核兵器国と非核兵器国の双方が関与し、核兵器

国を実際に動かさないと、何も物事は進まないことを強く認識しま

した。 

 

だからこそ、我が国は、唯一の同盟国である米国の信頼を得た上で、

唯一の戦争被爆国として、核兵器国を関与させつつ、立場の異なる

国々の間の関係を、「分断から協調」へと導いていかねばならないと

考えています。 

 

そのために、次回ＮＰＴ運用検討会議において、「核兵器のない世界」

に向けた実質的な前進となる合意文書の採択を目指して、全力で取

り組んでまいります。 
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我が国は、合意の形成に向け、積極的な役割を果たすべく、合意文書

に盛り込むべき要素のアイディアを、国連総会決議という形で提案

し、３日前に１５８か国の賛成をもって採択されました。 

 

また、ＮＰＤＩの同志やストックホルム・イニシアティブの友人たち

とも、作業文書を運用検討会議へ提出しました。 

 

今後、ＮＰＴ運用検討会議での合意実現に向けた機運を高めるべく、

先日私の補佐官に新たに任命した寺田 稔 核軍縮・不拡散担当補佐

官を関係国に派遣します。 

 

私自身も、合意文書の採択を実現すべく、世界各国のリーダーへの積

極的な働きかけを続けます。 

 

皆様、 

 

今回の運用検討会議では、ＮＰＴという礎石を堅固なものとし、核兵

器国と非核兵器国の信頼関係を再構築した上で、この成果を「核兵器

のない世界」という「出口」へとつないでいかなければなりません。 

 

そして、このような「出口」にたどり着くためには、なすべきことが

多くあります。 

ＣＴＢＴの早期発効やＦＭＣＴの即時交渉開始といった効果的な核

軍縮措置に向けた取組を積み重ね、核兵器の質的・量的向上の制限を

かけ、国際的に信頼できる検証体制の構築に向け努力を傾注しつつ、

核兵器の数を着実に減らしていく。 

こうして、「核兵器のない世界」という目標にたどり着く、これが日

本の考える「核兵器のない世界」への道筋です。 

 

皆様、 

 

残念ながら、世界の現実は、核兵器の廃絶はもとより、数の削減の議

論すら進んでおらず、むしろ、核兵器の数が増大していくおそれもあ

ります。 

このような厳しい現実の中で、核兵器の削減を可能にする確固たる基
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盤を築き上げる上での鍵となるのは何か。 

私は、全ての大前提は、核戦力の「透明性」だと考えます。 

 

透明性が低ければ、本当に核軍縮を実施しているのか、検証すること

ができません。 

また、核軍縮のために行った措置が、後戻りしないものなのか、確認

することもできません。 

 

核戦力の「透明性」を高めることこそが、核兵器国が実際に核兵器を

削減していくための第一歩ではないでしょうか。 

 

そうした観点から、我が国は、米国が、核兵器の数を一方的に開示す

る取組を再開したことを歓迎します。 

 

 

我が国は、全ての核兵器国に対して、核弾頭数や運搬手段を含む核戦

力についての更なる情報開示を求めてまいります。 

 

その他にも、Ｐ５プロセスにおいて、ＮＰＴ運用検討会議に向けた取

組が様々議論されていると承知しています。 

核軍縮を含む全ての柱について、バランスの取れた形で意義ある成

果が収められることを期待しています。 

 

皆様、 

 

本日の会合では、次回運用検討会議を有意義な成果へと結実させる

べく、核兵器国、非核兵器国、それぞれの国の立場を超えて知恵を出

し合い、「核兵器のない世界」の実現に向けた具体的な道筋について、

自由闊達に、議論していただきたいと思います。 

 

核兵器廃絶という、我々が共に目指す「出口」に向けて、今こそ、大

きな一歩を踏み出しましょう。 

ありがとうございました。 

 
 


